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八
月
二
十
六
日
、
境
川
小
学
校
ま
で
歩
い
て
行
き
ま
し
た
。
好
天
に

恵
ま
れ
、
朝
か
ら
汗
だ
く
で
、
学
校
に
着
い
た
と
き
に
は
、
早
く
も
四

〇
名
ば
か
り
の
人
が
来
て
い
ま
し
た
。
三
重
野
先
生
、
’
矢
島
先
生
の
挨

拶
が
あ
り
、
早
速
探
訪
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
先
ず
天
満
神
社
、
そ
こ
で
は
三
重
野
先
生
と
同
級
生
の
首
藤
さ
ん
が
、

神
社
の
全
て
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
小
学
校
時
代

は
机
の
下
に
隠
れ
て
、
じ
っ
と
焼
き
芋
を
食
う
た
と
か
、
戦
時
中
の
一

番
厳
し
い
時
代
を
一
緒
に
苦
労
し
て
勉
強
に
励
ん
だ
な
ど
の
話
も
あ
り

ま
し
た
。
首
藤
さ
ん
の
説
明
で
は
、
神
社
は
一
度
火
災
に
あ
っ
て
寂
れ

た
そ
う
で
す
が
、
今
は
有
志
の
方
々
の
努
力
の
お
陰
で
、
立
派
に
再
建

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
お
宮
は
菅
原
道
真
公
を
祭
り
六
月
二
十
六
日
が
大
祭
で
す
。
参
道
に

一
富
士
・
二
流
・
三
茄
子
の
図
形
が
敷
石
に
描
か
れ
、
気
軽
に
お
参
り

が
で
き
ま
す
。
正
面
に
は
道
真
公
の
誕
生
年
の
丑
年
に
因
ん
で
牛
の
マ
ー

ク
や
牛
の
像
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
別
棟
に
は
納
品
室
が
あ
り
、

御
神
輿
と
台
車
が
あ
り
ま
し
た
。
四
月
一
日
の
温
泉
祭
り
に
、
生
徒
さ

ん
に
引
っ
張
っ
て
貰
う
そ
う
で
す
。

　
境
内
の
一
隅
に
は
昔
水
害
で
流
さ
れ
て
壊
れ
た
鳥
居
も
束
ね
て
置
か

れ
て
い
ま
し
た
。
心
寂
し
い
思
い
が
し
ま
し
た
。
ま
た
近
く
に
は
田
吹

繁
子
さ
ん
の
銅
像
が
あ
り
ま
し
た
。
歌
人
と
し
て
有
名
で
、
昭
和
三
十

七
年
に
は
、
大
分
合
同
新
聞
社
か
ら
文
化
賞
を
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。
氏

は
豊
後
大
野
市
朝
地
町
の
生
ま
れ
で
、
夫
と
死
別
し
た
後
別
府
に
居
住

し
た
そ
う
で
す
。

　
次
に
別
府
大
仏
跡
に
行
き
ま
し
た
。
大
仏
の
高
さ
は
二
六
。
八
メ
ー

ト
ル
、
日
本
一
と
い
わ
れ
、
奈
良
の
大
仏
よ
り
八
メ
ー
ト
ル
も
高
か
っ

た
と
云
い
ま
す
。
昭
和
三
年
に
建
立
さ
れ
、
平
成
元
年
に
老
朽
の
た
め

取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。
跡
地
の
裏
手
の
堂
に
は
、
実
物
の
十
分
の
一
の

大
仏
像
が
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
無
く
な
っ
た
大
仏
様
を
何
と
か
復
元
し
た
い
も
の
で
す
。

　
此
処
に
は
旧
海
軍
一
生
会
の
「
一
生
庵
」
が
あ
り
、
戦
死
し
た
一
六

六
柱
の
霊
を
祀
っ
て
い
ま
す
。
祭
主
は
湯
布
院
の
足
利
宗
彦
徹
堂
住
職

で
す
。
住
職
さ
ん
は
ア
牛
の
来
な
い
面
白
い
お
話
し
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
・
・
・
聞
い
て
下
さ
い
。
〔
何
宗
で
す
か
・
・
・
九
州
で
す
〕
、

〔
何
派
で
す
か
・
・
・
入
れ
歯
で
す
〕
。
知
ら
ぬ
振
り
を
し
て
話
す
、
聞

け
ば
聞
く
ほ
ど
話
が
続
い
て
、
そ
の
ま
ま
続
く
と
二
時
間
は
か
か
る
と
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危
惧
し
た
と
こ
ろ
で
終
わ
り
ま
し
た
。

　
日
暮
庵
に
行
き
、
昔
は
「
海
・
陸
豊
前
街
道
」
、
両
筑
街
道
「
堀
田

鳥
居
線
」
の
分
岐
点
に
位
置
し
て
い
た
交
通
の
要
、
古
く
は
文
政
五
年

に
堀
七
衛
門
が
改
築
し
た
と
い
う
。
以
後
の
改
築
碑
も
境
内
に
建
て
ら

れ
て
い
る
。
途
中
野
口
墓
地
で
旧
割
烹
な
る
み
高
岸
家
の
墓
石
を
見
学
、

野
津
原
の
七
瀬
川
か
ら
運
ん
だ
と
い
う
大
き
な
堅
い
石
で
し
た
。

　
野
口
に
入
り
、
野
口
中
央
温
泉
看
板
題
字
、
甲
斐
家
の
住
居
で
油
商

人
を
し
て
い
た
こ
ろ
の
江
戸
時
代
の
土
蔵
造
り
、
延
命
地
蔵
尊
を
見
学
。

さ
ら
に
足
を
延
ば
し
財
閥
酒
舗
、
山
田
別
荘
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
が
、
途
中
話
が
変
わ
っ
て
矢
島
先
生
が
、
境
川
の
こ
と
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
境
川
小
学
校
は
昭
和
三
十
九
年
に
野
口
小
学
校
の
境
川
分
校
と
し
て

建
て
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
は
生
徒
数
五
五
〇
入
で
す
。
今
の
河
川
は
一

級
河
川
で
七
キ
ロ
上
流
は
家
庭
用
水
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
水
害
が
あ
っ
て
、
昭
和
九
年
頃
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
防

壁
を
道
っ
た
。
川
中
に
見
ら
れ
る
の
は
別
府
石
で
、
鶴
見
山
の
噴
火
で

流
出
し
た
石
が
流
れ
で
九
く
な
り
、
三
色
か
ら
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

正
式
に
は
角
閃
安
山
岩
と
云
い
ま
す
が
通
称
別
府
石
で
す
。

　
北
浜
方
面
に
入
り
、
大
分
市
鶴
崎
の
代
官
惣
庄
屋
の
家
屋
を
移
し
た

秋
古
邸
に
行
き
ま
し
た
。
塀
は
阿
蘇
の
石
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
鶴
崎

ｊ
－

が
肥
後
頷
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
二
十
年
に
秋
吉
医
師

家
の
所
有
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
西
本
願
寺
別
院
を
訪
れ
ま
し
た
。
晩
年
別
府
に
居
住
し
た
西
本
願
寺

号
一
世
法
主
で
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
探
検
し
た
大
谷
先
端
の
記
念
館
が
あ

り
ま
す
。
私
は
用
事
の
た
め
見
学
出
来
な
か
っ
た
の
で
分
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
。
最
後
の
海
門
寺
に
は
、
し
ぐ
れ
松
が
あ
り
ま
す
。
な
お
横

手
に
は
昔
墓
地
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
が
全
部
野
口
に
移
さ
れ
た
そ
う
で

す
。

　
以
上
私
の
思
い
つ
き
の
懸
想
文
で
す
。
市
内
探
訪
に
参
加
し
て
、
他

県
の
人
に
も
見
て
も
ら
っ
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。
私
自
身
も
別
府
市
内

に
数
々
知
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
今
日
は
猛
暑
の
中
、
楽
し
く

探
訪
が
出
来
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
後
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

先
生
方
、
皆
様
方
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
　
平
成
十
九
年
八
月
二
十
六
日

　
　
市
内
探
訪
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
根
　
剛
　
誠

　
今
年
は
気
象
庁
が
「
猛
暑
日
」
を
気
象
用
語
に
特
定
す
る
ほ
ど
、
猛

暑
が
続
い
た
。
八
月
二
十
六
日
、
境
川
小
学
校
に
集
ま
っ
た
九
時
半
も

既
に
炎
暑
。
暑
さ
に
抗
い
つ
つ
、
役
員
の
矢
島
さ
ん
と
三
重
野
さ
ん
の
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